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I.はじめに

1995年に阪神.淡路大震災発生後より､全国の透析

施設で防災対策が進められている｡当透析室でも移転か

ら3年が経ち､現在患者総数60名,ベッド数 23台で､

日曜日を除く特定の曜日を午前と午後で2クール行い､

残りの曜日は午前の1クールで行っている｡高齢者や要

介護者の増加に伴い､従来の方法では災害が起きたとき

安全に避難させることが困難な状況になり､改めて防災

対策の見直しが必要となった｡そこで今回､患者とスタ

ッフが､災害に対する不安の内容を明らかにし､緊急離

脱セットを用いた早急離脱と避難訓練 (以後 訓練とす

る)が､不安に対しどのような変化をもたらすか研究し

たので報告する.

(言葉の定義)

早急離脱;抜針せずに返血後血液回路を切断し避難する

方法｡

不安 ;透析中災害が起きた時の危機に対する恐怖感｡

Ⅱ.研究方法

1,研究期間 :平成13年4月～11月

2,調査期間 :平成13年6月～10月

3,訓練の時期 :7月と10月

4,研究対象者 :外来透析患者40名,スタッフ12名

5,方法 :

1)研究対象者にこの研究の意図を説明後､同意を得

たところで質問紙を用いての患者聞き取りを行

いスタッフには配布し､後日回収する｡

2)｢阪神淡路大震災に学ぶ透析施設における危機管

理について｣のビデオ鑑賞をする｡

3)スタッフ間で離脱の方法を統一する｡

4)｢防災のてびき｣を作成する｡

5)訓練を行う｡患者の状態により①離脱の体験のみ

②透析室の非常口まで③非常階段を降りるところ

まで,の3パターンで行う｡

6)訓練後､患者に質問紙を用いて聞き取り､スタッ

フには配布し後日回収し､単純集計にて分析する｡

Ⅲ.結果

1.患者側の傾向

質問紙の回収率は,訓練前が100%で訓練後が100%

であった｡災害に称する不安度について.総数でみる

と訓練前が ｢かなり不安を感じるJが 55%,rやや
不安を感じるJが40%であった｡訓練後は ｢かなり

不安を感じる｣が37%,｢やや不安を感じる｣が58%
なった｡(図1参照)

訓練前 訓練後

図1, 災書に対する不安度

透析歴別にみると,5年以内で訓練前は ｢かなり不安J

が58%,｢やや不安｣が37%であった｡訓練後は ｢か

なり不安｣が32%,rやや不安｣が63%となった｡(図

2参照)

透析歴5年以上でもほぼ同様な結果となった｡
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図2,透析歴5年以内患者ゐ不安皮

不安の内容については､｢透析を中断する方法がわ

からない｣が50%で､｢すべてがわからない｣が33%
であった｡ (図3 参照)

図3,透析中の不安

3パターン別に訓練後の結果をみると､l灘脱 のみ]

体験した患者の｢かなり不安｣は58%であったが､[非
常階段を降りる所まで]体放した患者の ｢かなり不安｣

は､7%であった (図4 参照)
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図4 パターン別の訓練後の不安度

訓練を行った結果わかったことは表1,を参照

(複数回答 可とした｡)

非常階段降 非常口まで まで

折の中断方法が解った 1 1 1

桝 取捷蕗が解った 1

F常階投が怖い

リブ̂'は怖い

おんぶされるのが怖い

D-7'があればよい

='けでなく丑耶Tr練も ●

表 1, 訓練後わかった事 (人数)

2.スタッフの傾向

質問紋の回収率は,訓練前85%,訓練後が85%であっ
た｡訓練前の不安度は ｢かなり不安Jが92%であった
が訓練後は ｢不安はとれた｣が8%で ｢不安が残る｣
が75%であった｡(図5参照)

図5.スタッフの災害に対する不安度

不安の内容として､透析を中断する方法は,｢分からな
い｣が54%,｢分かるがやった事がない｣が38%であ
った｡他の不安として､｢何をすればわからないJが

73%,r避難場所がわからない｣が27%であった｡
(図6.参照)

図6.中断の方法と他の不安内容

訓練後､不安の内容をみると､表2,に示す結果であ

った｡(複数回答 可とした｡)

表2, 訓練後の不安内容

-47-



Ⅳ.考察
1. 患者の傾向

質問紙の結果からも,災害に対する不安が高い事が

読み取れる｡なかでも ｢透析を中断する方法が分から

ない｣が多かったのは,血液回路に拘束されている透析

中の不安を最も感じている表れであると考えられる｡

離脱の方法や避難経路､場所が分かっても､rやや不

安｣が59%もあったのは､3パターンに分けて訓練を

行ったためと､無事避難することが出来るのかと思う

不安の変化が表れたと考えられる｡これは繰り返しの

訓練にて軽減されていくものと考える｡

透析歴にかかわらず､訓練後の ｢やや不安｣が高いの

は､維持透析治療の期間が長くなり65歳以上の患者

が全患者の60%を超えている為､はたして歩くことが

できるのか､血圧は大丈夫なのか等､不安要因が解決

できなかった為と思われる｡非常階段を怖がる患者が

予想より少なかったが､おんぶされた患者は皆怖いと

回答している｡またスリッパを使用すると転倒するお

それがあり､対策が必要と考える｡患者側から､階段

が怖ければ後ろ向きで降りる方法もあるとアドノV ス

を頂いた｡また､災害時自分で出来る事は取り組みた

いと答えた息者もおり､関心の強さが伺える｡

2.スタッフ側の傾向

離脱の方法がわかり災害時の動線はみえてきたもの

の､r不安が残る｣が75%もあるのは､無事避難させ

る事が出来るか､離脱は上手にできるか等の不安に変

わってきたからと考えられる｡また､スタッフ全員で

離脱方法の統一や r防災のてびき｣作成の為､意識も

高まり日常でも離脱の練習をする姿や､患者に防災に

ついての声かけをする姿がみられるようになり意識の

高まりを感じた｡そして災害時緊急連絡網･避難方法･

病院の応援体制の確立･薬の備蓄･緊急持ち出し物品､

スタッフの役割分担が明確化され理解できたと思われ

る｡坂井氏Dは我々透析に従事するスタッフは､透析

が出来ずに死亡する患者がただの一人もでないように

最大限の努力をすべきであると述べている｡災害は起

こるものとして日頃から防災対韓に力を入れていきた

いと考える｡

V.結論
質問紙の結果から､スタッフと患者の災害に対する

不安の最大要因は､離脱の方法であった｡透析中の早

期離脱方法と避難経路を理解する為の今回の訓練は､

患者の不安を軽減させる効果があった｡

今後訓練後に生じた不安である､担送者搬送の方法の

検討や離脱の所要時間の短縮を加えた定期的な訓練を

繰り返し行う必要がある｡

Ⅵ.おわりに
透析をしていない日や被災した時の自己管理につい

ての検討と ｢防災のてびき｣を充実をはかり､不安の

軽減させ､更に他施設との地域情報ネットワーク作り

に参加していきたい｡
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